










































































ど主だった人たち 10 人ばかりが集まった折、理事長から、来年の 10 周
年記念大会での記念講演とトップマネジメントの講師としてドラッカー
を呼ぼうじゃないか、という話が唐突にきりだされたのでありました。
 その頃、ご存じのように、1954 年に出版されたドラッカーの“The 
Practice of Management”（邦訳『現代の経営』）は、アメリカばかりか、
日本を含め世界の国々の多くの産業人や学者の間では、非常に実践的な























































































が届いた。内容は、昭和 34 年、1959 年の 7 月上旬に訪日する予定を作
るということで、詳しくはまた別便で連絡するという返事であった。そ
こでドラッカーの来日は確実になった。

















































































































































































































































































































































































































ないものでありました。私らが学んだ昭和 27 年から 30 年頃の大学にお
ける経営学教育はドイツ経営経済学であったり、あるいはもっと細かい
生産管理や販売管理であったり、そういうのが経営学でありました。し
たがって、今日のような生きたものとして企業を見るとか、その中で働
く企業経営者に実践上役立ってくれるようなものが何もないというよう
な時代でありました。
 　ところが、『現代の経営』は違っておりました。たとえば、連邦経営
組織を中核として企業体のあり方を解説したり、あるいは経営者の意思
決定や行動パターンを教えてくれる、実際の身をもって体験した経験か
ら教えてくれる、所謂経営実務に有機的に連結するような経営学を展
開しているため日本の経営者あるいはビジネスマンにマッチしたわけで
す。
 　また、別の面から見れば、事業とは何かということが基本的なテーマ
となっております。ドラッカーは事業とはマーケティングおよびイノ
ベーションを行う事によって顧客を創造することだと定義して、事業経
営の目的は経済的な成果を達成するということに付随して出てくるんだ
と説き、それを実現する手法を我々に教えてくれているわけであります。
 また、事業活動のそれぞれに明確な目的を設定して、事業の置かれた世
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界的・経済的状況を勘案しながら、事業活動を成功に導くことこそ、経
営者の職務であり、それは広い洞察力を基礎とする合理的な意思決定に
よって達成される、ということをこの本は強調している。しかし、その
ためには経営者の育成の問題が重視されなければならないということも
指摘しています。
 　『現代の経営』は、広く日本の現在なりあるいは将来の経営者に読ま
れるだけの価値を特に持っているわけであります。とりわけ、自己の成
長を望む人々を励まし、彼らに有益な援助を与える力を持っている、と
この『現代の経営』から伝わってくると思います。
 　もう一つ違った側面からすれば、『現代の経営』は、技術革新化が進
む高度産業社会における現代の経営理念とその政策や管理方式を実際的
に明らかにした本であるということが言えます。それは、高度産業社会
というものを形成しつつあった当時の日本の経営者が求めていたところ
のものであったと言えます。現代経営という未知の世界に入り込んだ日
本の経営者に明確な指導理念と方策を与えたものであると。ドラッカー
の経営論は産業社会における経営のあり方を問題としている、そこに教
授の経営論が他にない優れている点である、いうことが出来るだろうと
思います。現代的な指導書というふうに見ても差し支えないと思うわけ
でございます。
 　ドラッカーの経営論の行方は、『現代の経営』を出発点としてやがて
変貌する産業社会論となり、さらには産業社会を超えた未来社会論を展
開するという形で進んでいく。飛躍するかもしれませんけれども、この
著書の折りに触れて主張されているところは、人は資源であるというこ
と、知識社会の今日、知識労働者の生産性の向上こそポスト資本主義社
会に重要な役割を果たすとの主張に繋がっているんじゃないかと思いま
す。
——ドラッカーの翻訳に関係した現代経営研究会というは何なんですか？
坂井原：フルブライト奨学資金でアメリカの大学に留学して帰国した人たち
の集まりです。
ドラッカー 経営学の日本への初期受容過程
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——フルブライトの留学生が集まったというのは、経営関係の留学生が集
まったのですか？
坂井原：恐らく、そういうことだと思います。ただ、フルブライトも現役の
学生で行った人もいたかもしれませんが、多くは企業に所属しながらフ
ルブライトの試験を受けて、留学してます。留学後また企業に復帰する
わけですよね。現代経営研究会の一員であった産業能率大学の小林薫先
生も興亜石油に居て留学し、帰国後一旦会社に復帰したのち産業能率大
学に転出した一人です。渡辺信六さんという人も、確か日本鋼管に入社
し、フルブライトで渡米し、帰国後に日本鋼管に戻り、『現代の経営』
の訳に携わった一人でした。私とも友達でよく知っていたんだけども、
途中で亡くなりました。
 　それだからこそ、あの翻訳なんかもやはり自分たちが実際に経験した
り、直面しているから、訳が生きているんじゃないかなと思います。ド
ラッカーがどういう風に考えたかと言うよりも、むしろこの翻訳した人
たちが自分たちの日本に当てはまるにはどういう風に翻訳したら良いか
と考えたことの方が大きかったんじゃないかなと思うのです。
——現代経営研究会は、その後はないんですか？
坂井原：ないんですよ。
——ドラッカーが現代の経営という場合、新しい社会の創造という視点を強
く感じます。著作を読まれた時に経済が優先されるのではなく、社会を
経営するという感じに僕は思ったんですけれども、先生はどう感じてお
られますか。
坂井原：私が一番関心を持ったのは、企業の社会的責任です。今で言えばや
はり、人間を首切るのにあっさりしすぎている。社会の中で企業はどう
いう責任をもつべきなのか。
 　以前、私は文部省から科学研究費を二回受けて、四大公害裁判関係企
業を対象に公害研究をしたことがあります。二回に分けて 2 年くらいお
いてやったんです。田子の浦の垂れ流し、あるいは富山県神通川のイタ
イイタイ病、新潟県阿賀野川の有機水銀事件とかの関係企業を調査しま
した。企業は何をしてもいいわけじゃない、そういうことをしてけしか
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らんって思ってね。まあ、『現代の経営』を何回も読んでいるうちに、
企業には社会的な責任の認識が必要なんじゃないかと思ったんですよ。
 私がまだ神奈川大学に居た時に、新設の授業科目として企業の社会的責
任という科目を提出をしたことがあります。日本経営倫理学会の会長で
あった水谷先生が担当することになりました。
——最近の経営管理力が非常によくないように思われるのですけれども、先
生は、50 年代、60 年代に日本を復興させた経営者たちとしょっちゅう
会ってたわけですよね。その当時の経営者をどのように感じられました
か。
坂井原：そうですね、日本生産性本部に在職中、生産性研究所主催の海外経
営研究会の事務局におりました。その時に、例えば「意思決定」という
テーマを取り上げてシンポジウムを開催する折、会員会社の社長や役員
にお目にかかり、シンポジウムに参加していただきたいとお願いにいっ
たことがありました。多くの経営者に会っているわけですが、特に印象
的だったのは、松下幸之助、住友電工の北川一栄とか立石電機の立石一
眞、本田技研の本田宗一郎といった人たちでした。
——先生、社会的責任みたいなのが、その人たちから感じられました？
坂井原：う〜ん、当時は 30 歳そこそこの若僧でして、テーマが「意思決定」
ということもあって、社会的責任というところまで頭が働かなかった
なァ〜（笑い）。
了
